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研究成果の概要： 
確率的アプローチを用いることで，従来は解析困難とされてきたシステムに対して，拘束を満

足するための条件を明らかにし，さらにモデル予測制御への適用を行った．また，拡張として

探索制御や分散制御問題に対する予測制御法を提案した．また，予測制御を実際の産業問題適

用し，良好な結果を得ることを確認した．これらの成果のうち，いくつかは既に論文掲載済み

であるが，現在投稿中のものも多数あり，今後より高い評価を得ることが十分に期待される． 
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１．研究開始当初の背景 
 
不確かな拘束システムに対する拘束条件の
充足に関しては非常に限定的なシステムに
対してしか考察されていなかった．また，
実システムにおいてはいかなる不確かさに
対しても拘束を満足するような保守的な枠
組みはあまり求められていないにもかかわ
らず，従来法は全てこの問題を最悪ケース
の枠組みで捉えてきた．これらの問題を解
決すべく確率的なアプローチに基づく拘束
集合理論の着想に至った． 

 
２．研究の目的 
 
（１）ランダム化アルゴリズムと呼ばれる
確率的なアプローチを利用することで，よ
り広いクラスのシステムを扱うことを可能
にすること． 
 
（２）確率的アプローチの枠組みにおける
最大不変集合や制御不変集合の構成へと理
論的に展開すること． 
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（３）拡張として，確率的アプローチと集
合論に基づくモデル予測制御法を提案する
こと． 
 
（４）実システムへの応用を行うこと． 
 
３．研究の方法 
 
（１）拘束を確率的に許容する初期状態集
合の構成法を提案した． 
 
（２）その集合を利用することで確率的に
拘束を許容するモデル予測制御法を提案し
た． 
 
（３）実際の産業の問題に対して予測制御
の適用を行った． 
 
（４）探索制御問題や分散電源問題，セン
サネットワークのスケジューリング問題に
対して予測制御の適用を行った． 
 
４．研究成果 
 
（１）初期状態集合の構成に関する論文は
複数国際論文誌に掲載されるなど，高い評
価を得た． 
 
（２）確率的に拘束を許容し，かつ制御系
の安定性を保証するモデル予測制御法を提
案した． 
 
（３）初期状態集合の構成，およびモデル
予測制御に関して国内の学術雑誌に解説記
事が掲載された． 
 
（４）産業応用研究に関して，一流の研究
者のみが参加するワークショップにて発表
を行い，関連書籍に掲載された． 
 
本分野の今後の発展としてはエネルギーネ
ットワークシステムなどを対象とした分散
予測制御への進展が考えられる．我々は既
にこのテーマに関する研究に取り組んでお
り，一件の研究発表を行った段階にある． 
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